
定年女子トーク実行委員会は、定年女子の実態調査を実施しました

• 調査地域： 全国（一部海外在住を含む）
• 調査対象： 定年女子トーク実行委員会のイベントやコミュニティに

何らかの形で参加している人（Facebookグループ、メルマガ登録）
• 調査手法： インターネット調査
• 回答者数： 225名

※それぞれの質問で未回答の人がいるため、集計は有効回答者数ベース
• 調査時期： 2026年6月～7月

1. 回答者の属性
調査対象は、「定年女子トーク実行委員会」のイベントやコミュニティに参加の女性たち。居
住地は関東が3/4を占め、年齢幅は47歳～75歳。中でも60代前半（60～64歳）が半
数を占める。特に回答者特性として目立つのが、既婚者は50％※1、そのうち子どもがいる
割合は約半数※2、独居の割合は1/3を超える※3こと。
※1「令和2年国勢調査人口等基本集計」によると、55-69歳の有配偶率は70％超。
※2 OECD調査によると、1975年生まれ（※2025年時点で50歳）で子どものいない女性は、日本では28％。
※3 （「令和2年国勢調査」によると、55-64歳の単独世帯（1人暮らし）の割合は13％、65-74歳で17.3％。

2. 定年女子の仕事事情
59歳以下では正社員が8割弱だが、60～64歳で3割弱と大きく減り、契約社員・嘱託の割
合が増え、65歳以上では、パート・アルバイトや自営・個人事業主の割合が増える。
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定年前の人に聞いた「定年後は仕事をどうしたいか」と、定年後の人に聞いた現在の仕事にと
は、様相が異なる。
定年前の人は、39％が「定年後はゆるく働ける場所を探す」と考えているが、定年後の人で「ゆ
るく働ける場所を選択」したのは17％で、実際は「継続雇用（再雇用）」が半数であることが
わかる。

何歳まで働きたいかを年齢層別に見てみると、年齢が上がるほど、より⾧く働きたい、働ける
と考えている様子がうかがえる。

この先も働くと答えた人の働く理由は、「社会とのつながりを持つため」が最も多く、次いで「収
入が欲しいから」、「健康維持のため」。
「その他」には「仕事が好き・楽しい・生きがいだ」や「年金との関係で」などが上がった。
内閣府調査※と比べて「社会とのつながり」を挙げる割合が多いことが特徴的と言える。
※内閣府「就業期間の⾧期化に関する意識調査」2019年
の50～64歳の回答が、「現在・将来の生活費」「「生活水準を上げる」「自分のお小遣い」等、お金に関する
ことを理由にする人が多く、「社会とのつながり」はそれよりも低い。
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3. 定年女子の定年後イメージ
自由回答で出てきた「定年後にやりたいこと」をいつごろから考え始めたかを見てみると、どの
時期でも挙げられるのが「旅行」。
旅行以外では、10年前くらい（40代頃）は「趣味」や「創作活動」といった仕事以外の世
界に目を向け、50代ではより具体的なつながりを作りにいく内容が出てくる。

8割近い人が定年後ライフに不安がある、と回答。

年齢別にみると、60-64歳では不安の比率が少し低くなり、65歳以上で再び約8割が不安
を感じていた。不安の中身を見ると、1番の不安は「健康」、次に「お金」。
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4. 定年女子のスキルと学び
活かしたいのは、「コミュニケーション能力」「事務能力」「語学」など。
新たに身に着けたいのは「体力」「「語学」「IT」

5. 定年女子のお金事情
老後資金の見通しは、「ある程度考えているが、果たして予定通りにいくかどうかはわからな
い」という人が半数。不安層（「計算してみて不安」＋「あまり考えていないので不安」）が1
割強に対して、不安なし層は3割強と、比較的明るい。

「生活費以外」で、毎月恒常的に
自分が自由になるお金（月額）
では、月に5万円以上が半数を超えた。
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6. 定年女子が一生のうちにやってみたいこと
最も多くの人が挙げたのが「旅行」。細分化してみると多かったのが、 ○○を見てみたいなど
の「まだ見ぬものを見たい」こと。次に世界一周、暮らすように旅するなど「時間が使えるよう
になったらやりたい」こと。

「旅行」以外では、移住や暮らし方を変える、制作・表現をする、学び、起業、社会貢献な
どが続いた。

＜まとめ＞
全体を通して見えてきたのが、定年女子は「働きたい」「遊びたい」「学びたい」ということです。
これまで一般的に捉えられてきたシニア層イメージとは異なり、決して枯れてなどいません。
一方で、定年女子それぞれの回答の向こう側には、様々な状況や環境が垣間見え、定年
女子は十人十色。自ら働き、稼いできたからこそ、それぞれが自身の置かれた状況の中で、
自分らしさを捜しながら自分のためにどう生きるかを模索しつつ楽しもうという力強さがうかが
えました。
これまでマイノリティだった定年女子の思いを、この調査を通じて広く社会に知ってもらうこと
で、女性がますます働きやすい環境づくりに役立てることができればと願います。また、次世
代の定年女子たちの若干の助けになれば、うれしい限りです。
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詳細は「定年女子白書」にて。

定年女子白書

2026年10月発行
定年女子トーク実行委員会
全70ページ
2,900円
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